
調整前は同じ内申でも，中学校が違うと内申に大きな差が出ることがある。
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算式１により内申が不当に下げられてしまうことも…

算式１ ＝ 自分の内申 ＋（95 － 自分が通う中学校の内申合計の平均値）

算式１をもとに内申が調整されますが，絶対評

価になって中学校間格差が実際には出ることにな

る内申に対して「各中学校の内申を強制的に県の

標準値に合わせる」という調整には無理があり，

受験生が非常な不利をこうむるケースが出ていま

す。内申合計の平均値が高くなる中学校には，実

際に生徒の学力が高い中学もあれば，先生の内申

のつけ方が甘い中学もあります。学力が高いＡ中

学，内申が甘いＢ中学について考えてみましょう。

Ａ中学もＢ中学も中学校内申合計の平均値を100

とすると，県の標準値95を超えているので，内申

が５下げられます。Ｂ中学の甘い内申は調整され

たと考えられますが，実際に学力が高いＡ中学の

生徒は不当に内申が下げられたことになります。

また，特に学力が高く，どこの中学にいても最高

の内申（135点）をとれる生徒が，Ｂ中学に在籍し

た場合も不利をこうむることになります。実際の

客観的な学力が135点であっても，内申が甘いＢ

中学に在籍していたために内申が下げられてしま

うからです。算式１は内申を調整するために導入

されました。しかし，数式による安易な調整であ

るため，実際には学力が高い生徒の内申が不当に

下げられ，本来なら合格するはずの生徒が不合格

になるという大きな問題があります。

【例】

隆君の内申（９教科オール３ → 9×3×3＝81） 隆君の通う中学の内申合計の平均値（106）

� 内申の平均値が「95」より
11点高い中学のため，隆君
の内申は11点下げられます。

算式１で計算した隆君の内申は…………… 81＋（95－106）＝70�－－11点
－11

恵さんの内申（９教科オール３ → 9×3×3＝81） 恵さんの通う中学の内申合計の平均値（83）

� 内申の平均値が「95」より
12点低い中学のため，恵さん
の内申は12点上げられます。

算式１で計算した恵さんの内申は…………… 81＋（95－83）＝93�＋＋12点
＋12

基本の『き』 押さえておきたい基礎知識 入試をもっと深く知ろう 知っておくとためになる知識



【例】下のグラフは，後期選抜の受験者150名で，定員が100名の場合の分布です。
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算式２ ＝ 学力検査の得点 ＋ Ｋ値 × 内申

上のグラフで，学力検査の得点と内申のそれぞれ

上位80位まででラインを引いたとき，学力検査の得

点と内申のどちらも80位以内でなければ合格にな

らないため，合格者は最大値の 100名×0.8＝80名

ではなく，定員の80％より少い 46名÷100名×100＝

46％となっています。ただし，受験者の分布のしか

たや倍率によってこの割合は変わってきます。一般

的には後期選抜の定員の40～60％ぐらいが第１段階

（Ａ組）で合格となっています。

基本の『き』 押さえておきたい基礎知識 入試をもっと深く知ろう 知っておくとためになる知識


